
兵庫県 健康食品製造業

担当

1～2人

※ 生産技術課に専従者が1人、製造担当者の中に技術知識を有する者が1人在籍している。

現状

5年前

設備・機械担当人数
設備・機械担当者計

[メンテを含む]

設備・機械メンテ

担当者

機械・設備導入・

整備選任

その他

-

1～2人

1～2人

-

-

1～2人

1～2人

1～2人

製造工程における

設備・機械対応比率

製造工程

[原材料投入から製品完成まで]
設備・機械対応比率

うち、設備・機械対応

5 5 100.0%

コスト構造 構成比
原材料費 人件費 減価償却費 その他

非公表 非公表 非公表 非公表

100名 - 40.0% 20.0% 40.0%

■生産関連の状況

生産量／稼働時間
生産量 工場稼働時間

非公表 8時間／日

■従業者の状況

従業者数 従業者の部門別構成比

正社員・契約社員 パート・アルバイト 製造部門 間接部門 その他

sk012

業種・食品種類  その他 売上規模  10～30億円未満

効率化工程  事務管理

効率化  DX・IoT

健康食品製造業 兵庫県

自社開発の統合システムにより、帳票のデジタル化や業務の一元管理を実現 
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兵庫県 健康食品製造業

自社開発の統合システムにより、帳票類のデジタル化や工場・本社間の連携体制構築など

業務効率化を推進

今後はシステム担当部門の人員を増強し、組織的な管理体制を構築

！生産性向上におけるPoint

重複製品の統合、低収益製品の廃止を進め、製品数を適正化

 重複する製品の統合や収益が低い製品の廃止により、製品数を適正化 

 自社で統合システムを開発し、帳票のデジタル化や業務の一元管理を実現 

 需要予測システムや従業員間の情報共有システムなどの自社開発を進行中 

同社が製造している健康食品については、ドラッグストアや通販などの販売チャネルごとに特化した製品を展

開しているが、販路の特性やニーズに応じた製品開発が求められることから、アイテム数は増加傾向にある。

そのため、重複する製品の定期的な統合や収益が低い製品の廃止により、製品リニューアルなどを随時実施し、

製品数を適正化している。 

システム分野に高い専門性を持つ社員が主導して、2019年頃から業務効率化を目的とした統合システムの開発

に取り組んでいる。社長が同社員の専門性を見出し、経営課題であったシステム開発の担当者として抜擢した。 

新たな統合システムにより、従来は紙媒体で管理していた指図書や仕様書など各種帳票類のデジタル化を実現

し、タブレット端末での運用に移行した。工場と本社管理部門のシステムを連携させることで、在庫管理や発

注業務、人員管理などの一元的な運用体制も構築した。 

現在、統合システムと連携した需要予測システムの構築も進めており、営業部門が提出する販売予定データを

基礎に、過去の実績データを加味して需要予測を行い、3か月間の生産計画を策定することとしている。 

さらに、従業員間の情報共有システムも開発中で、情報共有不足による諸問題の解決が期待されている。 

現在も統合システムの細部を調整中で、社内からは一定の評価を得ているものの、納期の変動や資材調達の不

安定化といった状況変化に対し、生産計画を柔軟に調整できる機能の搭載など、さらなる改善を進めている。 

統合システムは特定の担当者によって構築されたため、システムに関する知識やノウハウが属人的となってい

る点が課題として挙げられる。今後、担当部門の人員を増強し、システム関連の技術や知識の共有を図ること

で、組織的なシステム管理体制の構築を目指す。 
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